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本学では，『高度なイノベーション人材の養成』を最重要戦略として掲げている．ここでいうイノベーション

人材とは，未来に価値あるものを創造してく力を持ち，あらゆる国籍を持った人達が協業するチームを率い

ることができる人と定義できる．このイノベーション人材の養成には，大学の枠を越えた多様な教育の提供が

不可欠である． 

こうした状況下，本学ではここ数年，①高大連携，②海外連携，③産業連携，④大学間連携といった学外

との連携による教育に力を入れてきた． 

まず，①高大連携については，18 歳人口の減少が顕著になる「2018 年問題」を目の前に，本学としてど

のように対応していくべきかを検討した．本学としては，単なる志願者確保としてではなく，当事者となる高校

生，ステークホルダーである高校教員，保護者を含めた本質的な支援をしていくための方策を検討し，「高

大連携教室」をはじめとし，キャンパスツアー等，多様な取り組みを行っている．特に高校教員と密接にかか

わり推進していく地道な活動は，ぜひ，他大学にも広く知っていただきたい． 

②海外連携については，カルフォルニア大学 DAVIS 校およびボゴール農科大学とのダブルディグリー協

定の締結等，本学学位の授与と同時に海外大学の学位を授与する方策を講じている．さらに，新たな教育

プロジェクトとして，今年度は，ハワイ大学マノア校との連携により，気候変動をテーマにした協同ワークショ

ップを実施した．今，広くその重要性が叫ばれている PBL(Project Based Learning)の概念に基づき実現した

協同ワークショップは，「海外協同教育プロジェクト」としては，本学にとって初の試みであった． 

③産業連携に関していえば，特に，「未来に価値あるものを創造していく力」を育成していく上で，最前線

機関との連携が欠かせない．本学では，世界のイノベーション推進機関との連携，さらには日本の企業等と

の連携により，最前線のイノベーション教育が提供できている． 

最後に，④大学間連携についてであるが，本学では多数の大学と連携している．その一つとして，多摩地

区国立 5 大学（東京外国語大学，東京学芸大学，東京農工大学，一橋大学，電気通信大学）で，相互の交

流と教育課程の充実を図ること目的として単位互換制度を行っている．さらに地域連携を発展させるために，

今年度から，本学と東京外国語大学および電気通信大学の 3 大学間で教育連携協定を締結し，共通教育

の共同化，専門教育モジュールの設置，文理融合の新たな大学院の設置に向けた議論を開始した． 

こうした学外との連携教育は，本学では，イノベーション人材を育成していく上で極めて重要なアクティビ

ティとして位置付けている．学外と広く連携し，協同し，教育を展開するということは，学生たちに，今後，社

会で活躍していく上で必要な幅広い知見や将来につながる経験の場を提供していることになると考えるから

である．こうした場での多くの経験は，これからの時代を担う学生たちにとって大きな財産となるはずである． 

今後の大学教育においては，こうした教育を受けた学生たちを多様な社会へと送り出し，活躍の幅を広げ

ていくことが，我々の使命ではないかと考えている． 
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